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１．はじめに
富士山や原爆ドームなどの文化遺産、屋久島や知床などの自然遺産を合わせて現在、国内には21の世界遺産が存在する。これらの世界遺産はその遺産価値に加えて、高い観光・レクリエーション価値も提供している。さらに、国内にはユネスコの暫定リストに登録されている遺産候補が8つほどある。これらのサイトも将来的に世界遺産に登録されれば、多くの訪問客が期待でき、大きな社会的な便益をもたらすものと考えられる。そこで、本研究では暫定リストにある「奄美大島・徳之島・やんばる・西表島」を例として、世界遺産登録の厚生分析を実施する。これにより、同サイトの自然遺産登録への機運が一層高まることが期待される。
２．分析方法

レクリエーションの価値を評価するトラベルコスト法の中でも、訪問回数とサイト選択を同時に分析できるクーン＝タッカーモデルを用いて分析を行う。とりわけ、選好の異質性を考慮するという観点から、潜在クラス・クーン＝タッカーモデルを応用する。本分析における選択セットは、暫定リストを含む29の世界遺産からトラベルコストを計算することが困難なひとつを除いた28のサイトとした。また、各サイトへの年間訪問回数については全国アンケートにより尋ね、3815人からの有効回答を得た。このアンケートではさらに、個人属性や郵便番号とともに、各サイトの観光地としての魅力度や遺産的な価値についての主観的評価も尋ねた。トラベルコストについては、「道路＋航路」「道路＋空路＋航路」「道路＋新幹線＋航路」の3パターンを想定してそれぞれ計算し、移動時間に伴う機会費用も含めて最も安価な値を採用した。
３．分析結果（中間結果）
2、3、4クラスのモデルについて推定を行い、各情報統計量を比較したところ、3クラスのモデルが最もあてはまりがよいことがわかった。表1にその推定結果を示す。クラス1の効用関数からは、このグループが世界遺産に対する高い関心を持ち、とりわけ文化遺産を好むことがわかる。クラス2は最も大きいグループであるが、訪問回数も少なく、世界遺産への関心があまり高くない。一方、クラス3は訪問回数の多い少数派グループであり、環境への関心が高いことなどから自然遺産を好むものと推察される。続いて、このモデルを用いて、「奄美大島・徳之島・やんばる・西表島」を世界遺産登録した場合の支払意思額を分析した。100回のシミュレーションから示された支払意思額を表1の下段に示す。クラス2とクラス3では100倍近い支払意思額の差があり、奄美大島の自然遺産登録による社会的便益はグループ間で大きく異なる可能性があることがわかる。
表1　推定結果および支払意思額
	
	クラス1
	クラス2
	クラス3

	メンバーシップ関数
	
	
	

	定数項
	-5.561***
	-12.248***
	-1.271***

	男性（1/0）
	0.000   
	-0.092***
	0.586** 

	年齢（対数）
	0.000   
	0.713***
	-0.922***

	常勤雇用（1/0）
	0.000   
	-0.792***
	0.164   

	短大卒・大卒（1/0）
	0.000   
	-0.633***
	-0.077   

	旅行趣味（1/0）
	0.000   
	-1.623***
	0.338   

	歴史への関心（1/0）
	0.000   
	-0.354***
	0.400   

	環境への関心（1/0）
	0.000   
	-0.316*  
	0.550*  

	効用関数
	
	
	

	遺産登録（1/0）
	0.781***
	0.222   
	0.238*  

	文化遺産（1/0）
	0.497***
	0.653   
	0.027   

	主観的観光価値（1/0）
	0.764***
	0.820***
	0.543***

	主観的遺産価値（1/0）
	0.462***
	0.565***
	0.539***

	モデルパラメータ
	
	
	

	ρ
	-0.720***
	-0.030   
	-3.460** 

	θ
	1.862***
	1.603***
	0.401*  

	μ
	0.064***
	0.187***
	0.181***

	所属確率
	0.307   
	0.666   
	0.027   

	平均訪問数（回）
	2.139   
	0.235   
	7.878   

	支払意思額（千円）
	2.042   
	0.027   
	2.836   


備考：表中の*、**、***は有意水準10%、5%、1%を表す。クラス1のメンバーシップ関数は標準化のためゼロとなっている。
４．結論

本分析より、世界遺産への訪問行動については異なる3つのグループがあること、また、新たな自然遺産登録はこれらのグループに対して異なる社会的便益をもたらすことが明らかとなった。今回は「奄美大島・徳之島・やんばる・西表島」を例として厚生分析を実施したが、他の7つの遺産候補についても同様の分析は可能である。今後は、このような比較分析を通じて、国民の福利向上という観点から、どのサイトを優先して登録を目指していくべきかということを提言したい。
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